
Title 北大雨龍地方演習林内立木の樹液等から分離した酵母

Author(s) 吉田, 忠; YOSHIDA, Tadashi; 松村, 理恵 他

Citation 北海道大學農學部 演習林研究報告, 49(1), 59-93

Issue Date 1992-01

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/21353

Type departmental bulletin paper

File Information 49(1)_P59-93.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北海道大学農学部演習林研究報告第49巻第1号 59-93(1992) 

北大雨龍地方演習林内立木の

樹液等から分離した酵母

吉田 Eロ*
Jt辺、 松村理恵**

Yeasts from Tree Exudates and Others in the Uryu Experiment Forest 

By 

Tadashi YOSHIDA* and Riye MATSUMURA** 

要旨

59 

針葉樹および広葉樹を含み，自然状態がよく保たれている北海道大学農学部附属雨龍地方

演習林内の天然木の樹液を主な対象として， 1989年5月(春季)， 10月(秋季)の2回にわた

り各種樹木に浸出する樹液，樹脂，樹冠下土壌，および伐採後，土場に堆積中の各材木口断面

に浸出した樹液，樹脂を採取し，着生酵母を分離した。また，春季，北海道大学構内の広葉樹

から漫出する樹液で，微生物繁殖によってslimeflux化したものも採取し，酵母を分離した。

その結果，採取した48点の試料から， 89株の酔母を分離し，これらが13属28種を含むこ

とがわかったが，この中には，これまで樹液，樹木関連の分離源をもつものとして記載されて

いないKluyveromyces delPhensis， S]ρoropachyderm必 lactativora， Candida curiosa， C. 

lusitaniae， C. molischiana， C. tropicalis， Cηptococcus terreus， Cr. un忽uttulatusがあるほか，

春季よりも秋季に発酵性の強い酵母が多いこと，針葉樹液にも広葉樹液と同様に，様々の酵母

が順次着生すること，などが明らかとなった。

キーワード: 雨龍地方演習林樹液，slime flux，酵母相
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はじめに

人類がマンモスを追う狩猟生活から，川辺，海浜，山麓などに定着した生活をするように

なり，四季の変化に対応するため穀類，果実等の貯蔵が行われて発酵現象を知ったと考えられ

る。天下の美禄とされる猿酒は，猿が木の洞に隠した果実類が，その表面に自然着生した酵母

によって発酵されてできたものと云われている。元来，酵母は，自然界に広く分布し，古来，

発酵製品をはじめ，土壌，植物，動物などから分離され，利用されてきた。近年，とくに酵母

の扱い易さ，無害性，分解能および生産能の多様性から，酵母への需要が高まり，さらに多数

の遺伝子源の開拓が望まれている。

猿酒と同様，南米，アジア，アフリカでは，糖含量の高いヤシ，サボテンなどの樹液や花

蜜等に自然着生する酵母によって発酵させる酒造りが行われ，著者も，湿ったブドウ果表面に

ほとんど純粋培養のように，ブドウ糖発酵性の強いKloeckeraaρiculataが繁殖しているのを観

たことがある1}。

樹液も酵母自然着生の場であり，通常は広葉樹液をさす。小玉2)によると樹液は「広葉樹を

伐採した樹幹の切口および樹幹に穿孔する見虫，風雨，雪，霜などの天然現象によるヒビ割れ

した部分に浸出する透明な液 (treeexudate)に昆虫や風雨などによって運ばれた細菌，かび，

酵母などが繁殖し，これらの微生物の生成する多糖類により，粘欄性を呈するようになった所

謂"slimeflux"とよばれるもの」となっており，ヤシノキやサトウカエデのように， 11'"'-'13% 

糖分を含むもののほか，糖分は少いが濃縮された中で酵母が先がけて繁殖するもので，樹液特

有の香気や色彩が見虫を誘い，産卵の場を提供し，昆虫による酵母分散の役割を果たす，とし

ており，樹液からの分離酵母10属25種，キクイムシ関連試料からの分離酵母7属22種をあげ

ている(第6表参照)。

本研究では，針葉樹を含み，自然状態が保たれているとされる北海道大学農学部附属雨龍

地方演習林において，秋季，伐採された樹木の樹液を主体に，自然着生酵母を検索した。なお，

酵母分類の規範とした KREGER-VANRIJ3}のTheyeasts， a taxonomic study 3d ed.に記載さ

れている酵母60属500種のうち，樹液，樹木関連は33属 154種，花，草，葉，見虫関連を含

めると 43属245種に上り，その主なものは，Arthroascus， Citeromyces， Clavis，ρora， Debar-
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yomyces， Hansenula， Issatchenckia， Kluyveromyces， Nadsonia， Pichia， Saccharomyces，ぬか

charomycodes，品ccharomycoρsis，Schizosaccharomyces， Torulaゆora，Zygosaccharomyces， 

Chiono.ゆ'haera，Rhodo~ρoridium， Sporidiobol;附"Fibulob邸 idium，Silobasidium， Hollermannia， 

Tremella， Bullera， Candida， Cηφtococ，αts， Kloeckera， Oosporidium， Phaffia， Rhodotorula， 

Steri.旨matomyces，Trichosporon各属である。

なお，同演習林における微生物相の研究はこれまでなされていない。

材料および方法

試料採取の場については広葉樹，針葉樹両者を含み，自然状態が比較的良く保存されてい

る雨龍地方演習林を選び， 1989年春季(5月)には，林内9地区の各種樹木表面に浸出する樹

液，樹脂および樹皮，さらに，浸出液等が流下し，蓄積すると見られる樹冠下土壌も採取し，

e秋季(10月)には， 9月以降伐採して集積場に堆積中の素材木口から浸出する樹液および樹脂

を採取した。また， 5月には北海道大学構内で認められた広葉樹の slimefluxも採取した。試

料採取に用いた樹種は下記9属10種である(北海道の森林植物図鑑・樹木編4)による)。

アカエゾマッ

トドマツ

シラカンノす

ダケカンパ

Picea glehnii MA5TER5 

Abies sachalinensis MA5TER5 

Betula抑ゆhyllaSUKA TCHEV var. ja.ρonica HARA 

Betula ermanii CHAM. 

エゾヤマザクラ Prunus sargentii RHEDER. 

ハルニレ Ulmus david;仰 1aPLANCH var. ja.ρonica NAKAI 
ミズナラ Quercus mongolica FI5CHER var. grosseserrata REHD. et UヲL5.

イタヤカエデ Acer mono MAXIM. 

シナノキ Tilia ja.ρonica SIMONKAI 

ヤチダモ Fraxinus manゐhuricaRUPR. var. japonica MAXIM. 

試料は，滅菌スポイト，滅菌綿棒，滅菌スパチュラなどで出来るだけ無菌的に採取し，ア

ルコール殺菌したプラスチック管などに入れて実験室に持ち帰り，直ちに酵母を分離した。酵

母分離には乳酸酸性とした 0.1%酵母エキス・ブドウ糖馬鈴薯寒天 (PGA)を用い，試料を直

接，またはその滅菌水懸濁液を PGA平板上に塗抹し， 270Cに培養した。培養後の平板に出現し

たコロニーは検鏡して確め，異種類と思われる酵母を同培地平板に塗抹培養を繰り返して純粋

培養とし， PGA斜面に培養保存した。純粋培養の酵母については主として KREGER-VANRIJ3) 

の方法にしたがって形態的，生理的特性を調べ，分類学的位置を検索した。

結果および考察

採取した試料は演習林内天然木(5月)から 33点，伐採樹木口(10月)から 11点および
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北海道大学構内天然木(5月)から 4点，合計48点であった(第1表)。このうち，酵母を分

離し得たのは23点， 48%で，樹冠下土壌 13点を除くと， 35点中 21点， 60%となった。演習林

試料のうち， 5月試料では，酵母が分離されたのは 27%に過ぎず，樹液，樹脂ではそれぞれ40，

50%と高い頻度を示したのにくらべ，樹皮および樹冠下土壌は，それぞれ12.5%，15.4%と低

い分離率となった。これにくらべて 10月の試料では，伐採後，土場に堆積して 1ヶ月近く経過

第 1褒酵母分離に用いた試料

Table 1. Samples for yeast isolation 

試料記号及び番号

北海道大学農学部附属雨積地方演習林 北海道大学構内
試料数 酵母が分離された試料数(出現率%)

x y X 

試 料 (1989年5月) (1989年10月) (1989年5月)

アカエゾマツ

樹脂 1，2，3 3 1 ( 33) 

樹冠下土壌 25，26，27，28 4 1 ( 25) 

木口樹脂 1， 1 。
トドマツ

樹 H~ 4，5， 2 1 ( 50) 

樹 皮 7，8，17， 3 1 ( 33) 

木口樹液 3，4，8， 3 3 (100) 

木口樹脂 6，11， 2 2 (100) 

ダケカンパ

樹液 12，13，14，15，16， 5 4 ( 80) 

樹冠下土壌 29，30，37， 3 1 ( 33) 

木口樹液 2，9， 2 2 (100) 

シラカンノf

樹 液 6， 33， 2 1 ( 50) 

樹冠下土嬢 20，21， 2 。
シナノキ

樹 液 9，11， 2 。
樹冠下土壌 23，24， 2 。
イタヤカエデ

樹 液 10，22 2 。
ミズナラ

樹 液 18 1 。
樹 皮 19， 1 。
木口樹液 5，7，10， 3 3 (100) 

ヤチダモ

樹冠下土壌 31，32， 2 。
ハルニレ

樹 液 35，36 2 (100) 

エゾヤマザクフ

樹 液 34， 1 1 (100) 

試 料 数 33 11 4 48 

酵母分離試料数 9 10 4 23 

(出現率 %) (27) (91) (100) ( 48) 

-印は酵母が分隊された試料番号.
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したことから，木口に浸出した樹液に自然着生したものも多いと思われ， 11点中 10点の試料か

ら酵母が分離された。北海道大学構内樹木で5月に採取した試料は絶えず樹液が浸出して

slime fluxとなったもので，長年にわたり酵母が集積したものと考えられ，この試料全てから

酵母が分離されている。広葉樹の場合でも 5月採取のミズナラ，シラカンパ樹液からは全く酵

母を検出できなかったが，ダケカンパ樹液5試料中4試料から得られており，また，針葉樹も

10月試料ではとくに全てから分離されて，木口からの浸出液が酵母の繁殖に好適であることが

うかがえる。

各試料から，乳酸酸性とした PGA平板に塗抹培養を繰り返して純粋分離した酵母菌株を

第2表に示した。演習林5月の試料から 18株， 10月の試料から 50株，北海道大学構内5月の

試料から 21株，合計89株を得た。

純粋分離酵母89株について KREGER-VANRU (1984)3)の方法に準じて分類学的位置を検

索した結果，演習林の樹液等5月の試料から得られた 18株はHansenulam附 cicola，Candida 

auricular均e，C. foliorum， Cη少tococc:附 laurentii，Cr. たrreusおよび酵母類縁の不完全菌

第2表分離酵母の記号および番号

Table 2. Symbols and numbers of isolated strains 

試 料
北海道大学農学部附属雨植地方演習林 北海道大学構内

計
(1989年5月) (1989年10月) (1989年5月)

アカエゾマツ
樹脂 1 X.1， 1 

樹冠下土壌 25 X.1.2 2 

樹 脂 4 X.1，2， 2 

樹 皮 7X.1，2，3， 3 

木口樹液 3Y・1，2，3，4，5，6，
トドマツ 4Y・1，2，3，4，

8Y・1，2，3， 13 

木口樹脂 6 Y-1，2，3，4， 
11 Y-1，2，3，4，5， 9 

樹 液 13 X-1，2，3_ 14 X-1，2， 
15 X-1，2. 16 X-1，2， 9 

ダケカンノT 樹冠下土壌 29 X-1， 1 

木口樹液 2 Y-1，2，3，4，5，6， 
9 Y-1，2，3，4，5， 11 

シラカンノT 樹 液 33 X-1，2， 3，4，5，6， 7， 7 

5 Y-1，2，3，4， 
ミズナラ 木口樹液 7 Y-1，2 ，3，4，5，6，7，8，9， 

10 Y-1.2.3.4 17 

ノ、ルニレ 樹 液
35 X-1，2，3，4， 
36 X-1，2，3，4，5，6， 7， 11 

エゾヤマザクラ 樹 液 34X-1，2，3， 3 

計 18 50 21 89 
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Aureobasidium ρullulansの4属6種に，また，北海道大学構内樹液から分離した21株は，

Kluyveromyces delphensis，おccharomyceskluyveri， Sporopachyderm必 lactativora，Candida 

auriculariae， C. vinaria， Cηlttococcus albidus， Cr. laurentiiの5属7種にそれぞれ分類，同定

された(第3表)。一方，秋季，演習株内土場に堆積された各材木口の樹液，樹指から分離され

た酵母50株については，Debaηomyces hansenii， Pich勿 membranaefaciens， P. ρinus， 

Saccharomycopsis crataegensis， Torulaゆoradelbrueckii， Candida curiosa， C. humicola， C. 

1附 itan勿e， C. melibiosica， C. molischiana， C. tro.ρicalis， Cηφtococc郎 neoformans，

Cruniguttulatus， Kloeckera jゅonica，Rhodotorula glutinis， Rh. minu抱:， Rh. rubraの8属17

種となることがわかった(第4表)。これら各酵母の諸特性を下記する。

また，各酵母の分布を特性とともに第5表にまとめた。

M3褒分離酔母の分布(1989年5月分)

Table 3. Distribution of yeasts， for the isolatet straino on May， 1989. 

北海道大学農学部附属雨龍地方演習林 北海道大学構内
業

発 菌

ダ ト ア ト ダ ア コ二 シ ノ、

菌 種
ケ ド カ ド ケ カ ゾ フ 1レ

酵 株樹カ 樹マ 樹エ 樹マ

樹毒幸 エごツ
樹ヤ 樹カ 樹ニ

ン ツ ゾ ツ てF ン レ
ノf マ ザ ノf

性 数
ツ ク

液 脂 目旨 皮 液ラ 液 液

Hansenula m制 αicola 29X.l ++ 1 

Kluyveromyces delPhensis 
33X.l，2ふ635X.l，2，3 

+++ 12 
36X-2，3，4，5，6 

Saccharomyces kluyveri 36X.l +++ 1 
Sporopachydermia lactativora 33X-4，5 2 

Cand;叫 auriculariae 15X.l，2 34X.l 3 

Candida folior官閉 7X.l 1 

Candida vina門fa
33X-7 35X-4 

++ 3 
36X-7 

CηIttococcus albid;悶 34X-2 1 

13X.l，2，3 
CηIttococc百slaurentii 14X.l，2 25X.l 34X-3 9 

16X.l，2 
Cη少tococcusterr，ωs 7X-2，3 2 

Aureobasidium pullulans 4X・1，2lX・1 25X・2 4 

菌 株 数 9 2 I 3 l 2 3 7 11 39 

書提発酵性 一:なし.++く+++:強い発酵性
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第 4表分離酵母の分布 (1989年 10月分)

Table 4. Distribution of yeasts， for the iso!ated straino on October， 1989. 

北海道大学農学部附属雨龍地方演習林
発 菌

ダ 、、、 ト ト
ケ ズ ド ド

菌 種 樹カ 樹ナ 樹マ 樹マ 酵 株
ン プ ツ ツ
ノf

性 数
液 液 液 目旨

Debaηlomyces hansenii 
2Y-3，9Y-4 5Y-2，7Y-3 3Y-3，4 

8Y-1，2 
6Y-1，4 

W 10 

Pichia membranaefaciens 7Y-2，4，8 3 

Pichiaρin附 4Y-1 w 1 
Saccharomycopsis crataegensis 3Y-5 1 

Torulaゆoradelbruecki・i 4Y-2 +++ 1 
2Y-4 5Y-4 

Candida curiosa + 5 
7Y-5，6，7 

Condida h附問cola
2Y-2 5Y・1，3

4 
lOY・3

Candida 1，叩 taniae
2Y・5，6 7Y-1，9 

9Y-5 10Y-4 

4Y-3，8Y・3
+++ 8 

Candida melibiosica 11Y-5 + l 
Candida molischiana 9Y-2 10Y-1 3Y-6 11Y-1，2，4 S 6 
Candida troPicalis 9Y-1 6Y-3 + 2 
CηIttococcus neofon問問 10Y-2 1 

Cηφtococ，α日 uniguttulatus 2Y-1 1 

Kloeckera japonica 4Y-4 + l 

Rhodotorula glutinis 
3Y-1 6Y-2 

3 
11Y-3 

Rhodoto間 laminuta 3Y-2 1 

Rhodotorula rubra 9Y-3 1 

菌 株 数 11 17 13 9 50 

発酵性 w:弱い.s遅いなし.+あり.+++<+++:強い

Debaηomyces hansenii (ZOPF) LODDER et KREGER-VAN RIJ 

(7Y3， 2Y3， 3Y3， 3Y 4， 5Y2， 6Y 4， 8Yl， 8Y2) (図1)

Malt extract培養:270C， 2日後の細胞は球形ないし短卵形 (2-7)X(2-8)μrn，単独又

は数細胞の集塊をつくる。多極出芽を行い，細胞内に油滴をもっ。沈誼のほか，リング状又は

薄膜状生育を示す。

Potato dextrose agar培養:灰白色偏平で湿光沢又は鈍光沢あるコロニーを形成し，縁辺平

滑。

Corn rneal agarスライド培養:偽菌糸をつくらない。

胞子形成:通常，母細胞と出芽した娘細胞との間で接合が行なわれ，母細胞中に，突起を有す

る球形の胞子を 1個，稀に 2個形成する。
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第5表分離酵母の分布と特性

Table 5. Distribution and characteristics of iso!ated yeasts 

樹 液 樹脂

雨龍 北大構内 雨麓

ダ同ミト シエハ トア
酵 母 ゾ

，・~ I ;カニケ ズド フャル
カ カマ
ン木ナマ ン ザニ マゾ

ク マ
パロラツ ノてラレ ツツ

Debaηlomyces hensenii 2 2 4 2 

Ha附 enula 削附cicola

Kluyveromyces delPhensis ④ ⑧ 

Pichia membranaefaciens 3 

P. I抑制 1 

おccharomyces kluyveri ① 

Saccharo閉~yc，柳お crataegensis 1 

めoroμchydermialactativora ② 

Torulaゅora delbrueckii 1 

Candida auriculariae ② ① 

c. CU7τosa 1 4 

c. foliorum 

c. humicola 1 3 

c. lusitan必e 3 3 2 

c. melibiosica 1 

c. molischiana l l 1 3 

c. tゅicalお l 1 

c. Vlnarta ① ② 

Cηφtococcus albidus ① 

Cr. laurentii ⑦ ① 

Cr. neofon加 ns

Cr. terreus 

Cκ 抑ziguttulatus 1 

Kloeckera japonica 1 

Rhodotorula glutinis 1 2 

Rh. mznu匂 1 

Rh rubra l 

Au開obasidium pulluL空間 ② ① 

菌 株 計 ⑨ 11 17 13 ⑦ ③ ⑪ ②9 ① 

数字は菌株数 0: 1989年5月分離，他は同10月分離.+:ありなし，
発酵性:なし:一，弱い :W.遅い S.強い:++<+++ 

樹皮 樹冠下土壌
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発酵性:

Glucose + Sucrose 一，W Lactose 

Galactose Maltose Raffinose ，W 

資化性:

Glucose + Melibiose + D-Ribos + α-Methyl o-glucoside一，+

Galactose + Raffinose + L-Rhamnose 

L-Sorbose + Melezitose + Glycerol 

Sucrose + Inulin +一， Erythritol 

Maltose + Soluble starch +.-， Ribitol 

Cellobiose + D-Xylose + Galactitol 

Trehalose +，一 L-Arabinose + D-Mannitol 

Lactose D-Arabinose D-Glucitol 

KN03 - NaN02 +，一

供試8株はいずれもほ Y球~短卵形の細胞で，母細胞

と娘細胞聞で接合し，突起のある球状の胞子を 1個内生す

るが，稀に 2個が認められる。 5Y-2では2個形成する

場合が多い。 Glucoseおよびsucroseを発酵，同化するも

のとしてはD.ρolymoゆh附が考えられるが，この種は細

胞が長形であることから同定できず，むしろ，これら糖類

の発酵性が弱いか，失ったD.Jumseniiに同定しうるもの

と考える。 2Y3，8Ylの2株はsolublestarchを資化

+ Salicin + 
+ DL-Lactic acid 

+一， Succinic acid + 
+ Citric acid + 
+，一 Inositol 

+，- Mannone 

+.-， 

しないが，他の性質がほ Y一致することから，この種に同 Fig.l. Debaηomyces hansenii (7Y3) 

定した。

Hansenula muscicola (N AKASE et KOMAGA T A) Y ARROW 

(29Xl) (図2) 

Glucose yeast extract培養:27'C， 3日後の細胞は球形~楕円形で (3-5) x (5 -7)um， 

多極出芽により増殖，液面に白色皮膜を形成する。

Glucose yeast extract agar培養:淡褐白色不透明，鈍光沢を有する牛酪質のコロニーを形成

し，縁辺は波状となる。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸を形成しない。

胞子形成:子嚢中に 1~4 個，球~楕円形又は帽子型の胞子を形成する。子嚢は接合せずに形

成され，消失し易い。

発酵性:
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Glucose + Sucrose Lactose 

Galactose + Maltose 

資化性:

Glucose 十 Melibiose D-Ribose 

Galactose + Raffinose L-Rhamnose 

L-Sorbose Melezitose Glycerol 

Sucrose + Inulin Erythritol 

Maltose + Soluble starch Ribitol 

Cellobiose + D-Xylose Galactitol 

Trehalose + L-Arabinose D-Mannitol 

Lactose D-Arabinose D-Glucitol 

KN03 + NaN02 
供試菌株はsucroseを資化する点でKREGER-VAN

RIJ3)の記載と異なるが，その他の形態的，生理的諸性質は

およそ一致するため，この種に同定した。鳥取県の苔から

分離，記載されたもので，この実験では，雨龍演習林内，

ダケカンパの樹冠下土壌から分離された。

α-Me出ylD-glucoside 

Salicin 

+ DL-Lactic acid 

+ Succinic acid 

+ Citric acid 

Inositol 

+ 恥1:annose

+ Dextrin 

~m 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

Fig _ 2_ Hansenula mωcicola (29Xl) 

Kluyveromyces delphensis (V AN DER W AL T et TSCHEUSCHNER) V AN DER W AL T 

(33Xl， 33X2， 33X6， 35X2， 35X3， 36X2， 36X3， 36X4， 36X5， 36X6) (図3) 

Malt extract培養:27
0

C， 3日後の細胞は，球形，卵形，楕円形， (1 ~4.5) x 0.5-5.5)μm， 

多極出芽により増殖し，液面にリングを形成する。

Potato dextrose ager培養:黄灰色，チーズ質のコロニーを形成し，表面平滑，扇平で縁辺波状。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸を形成しない。

胞子形成:認められていなしヨ。

発酵性:

Glucose 

Galactose 

資化性:

Glucose 

Galactose 

+ Sucrose 

- Maltose 

+ Melibiose 
Raffinose 

Lactose 

- D-Ribose 

L・Rhamnose

一 α.MethylD.glucoside 

+ Salicin 
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L-Sorbose お1:elezitose - Glycerol 

Sucrose Inulin Erythritol 

Maltose Soluble starch Ribitol 

Cellobiose - D-Xylose Galactitol 

Trehalose L-Arabinose D-Mannitol 

Lactose D-Arabinose D-Glucitol 

KN03 NaN02 

Rhamnose資化性を示した点とまだ胞子形成を認め

ていない点で異なるが，他の性質は記載とよく一致してお

り，この種に同定しうると判断した。元来，乾燥イチジク

実から分離されている。

+ DL-Lactic acid 

Succinic acid 

Citric acid 

Inositol 

Mannose 

Dextrin 

， 5Jlm 

69 

Fig_ 3_ Kluyveromyces delphensis (33Xl) 

ぬccharomyceskluyveri PHAFF， MILLER et SHIFRINE 

(36Xl) (図4) 

Glucose yeast extract培養:270C， 3日後の細胞は球形で (2-5)ヤm，長形で10μmに達

するものもある。多極出芽によって増殖し，泥質の沈濫を生ずる。

Glucose-yeast extract agar培養:淡褐白色，不透明，牛酪質，表面平滑で中高，鈍光沢を有

するコロニーを形成し，全縁。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸を形成する。

胞子形成:栄養細胞が接合せずに子嚢となり，ほ立球形の胞子を 4個，子嚢内に形成する。

発酵性:

Glucose + Sucrose + Lactose 

Galactose + Maltose + 
資化性:

Glucose + 恥1:elibiose + D-Ribose a-Methyl D-glucoside 

Galactose + Raffinose + L-Rhamnose Salicin 

L-Sorbose + Melezitose Glycerol DL-Lactic acid 

Sucrose + Inulin Erythritol Succinic acid 

恥1:altose + Soluble starch Ribitol Citric acid 

Cellobiose D-Xylose - Galactitol Inositol 

+ 
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Trehalose 

Lactose 

KN03 

L-Arabinose 

+ D-Arabinose 

- NaN02 

- D-Mannitol 

- D-Glucitol 

+ 
供試菌はLactoseの資化性を示した点を異にする以

外は BARNETTら(1979)5)の記載によく一致しており，

KREGER-VAN Ru (1984)3)の記載とも trehalose，succinic 

acidを資化しない以外はよく一致するのでこの種に同定

した。ショウジョウパエや樹液，土壌，果汁などからの分

離が記載されている。

+ Mannose 

+ Dextrin 

十

Fig.4. 晶cc加romyceskluyveri (36Xl) 

ぬccharomyco，ρsゐcrataegensisKURZMAN et WICKERHAM 

(3Y5) (図5)

Malt extract培養:270C， 3日後，細胞は球形，卵形ないし楕円形， (2 -6.5) x (2.5-7)μm， 

長さ 10μmまでの長楕円形も見られる。液面にリングを形成し，多極出芽を行う。

Potato dextrose agar培養:淡黄灰色，表面鈍光沢を有して平滑，丘状でチーズ質のコロニー

を形成し，縁辺は裂片状ないし樹根状を呈す。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸を形成する。

胞子形成:接合せずに栄養細胞から移行した子嚢内に帽子型胞子1個を認めた。

発酵性

資化性:

Glucose + 恥'lelibiose D-Ribose - <<.Methyl D-glucoside 

Galactose Raffinose L-Rhamnose - Salicin + 

L-Sorbose + Melezitose Glycerol 一 DL・Lacticacid 

Sucrose Inulin Erythritol Succinic acid + 

Maltose Soluble starch Ribitol + Citric acid 

Cel1obiose + D-Xylose + Galactitol + Inositol 

Trehalose L-Arabinose + D-Mannitol + Mannose + 

Lactose D-Arabinose D-Glucitol + Dextrin 

KN03 NaN02 
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諸性質はPich勿属に近縁であるが，該当するものはな

い。真菌糸も形成するとすればぬccharomycopsisに属する

ことが考えられ，最も近縁の種としてこの種に間

ものとした。

71 

Fig.5. Saccha仰mycotsiscrata向!Jensis(3Y5) 

Sporo，ρ'achydermia lactativora RODRIGUES DE MIRANDA 

(33X4， 33X5) (図6) 

Malt extract培養:27"C， 3日間培養の細胞は楕円形ないし三日月型又はソーセージ型で (2.

5-4) x ( 5 -10)μm，僅かにリング状発育を示す。

Potato dextrose agar培養:帯黄褐色，チーズ質で表面平滑のコロニーをつくり，鈍光沢を有

し，縁辺平滑。

Com meal agarスライド培養:偽菌糸を形成しない。

胞子形成:認められない。

発酵性

資化性:

Glucose + Melibiose - D-Ribose 

Galactose Raffinose L-Rhamnose 

L-Sorbose Melezitose - Glycerol 

Sucrose InuIin - Erythritol 

Maltose Soluble starch 一 Ribitol 
Cellobiose D-Xylose + Galactitol 

Trehalose L-Arabinose - D 

Lactose D-Arabinose - D-GlucitoI 

KNOa - NaN02 w 

供試菌の細胞は三日月型又はソーセージ型を示すもの

で，他の酵母種と異なり，明らかに Sρoropachydenηzaに属

する。しかし，種々の培地における観察によっても接合お

よび胞子形成は認められていなしh その他の諸性質では，

L-arabinoseの資化性を示さなかった以外はKREGER-

十 α-MethylD-glucoside 

Salicin 

+ DL-Lactic acid 

Succinic acid 

十 Citricacid 

- Inositol 

Mannose 

Dextrin 

+ 

+ 

+ 

+ 

VAN RIJ3)の記載によく一致するのでこの種に同定しうる Fig.6. S砂oro，仰chydermialactativora 
(33X4) 
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ものと判断した。この不完全型として BARNETTら5)の

Cηφtococcus lacta#vorusカfあるカ)， KREGER-VAN RIJ3)で

はStoro.ρachydermialactativo仰のsynonymとなっている。

Pichia membrana々faciensHANSEN 

(7Y2， 7Y 4， 7Y8) (図7)

Malt extract培養:2アC，3日後の細胞は卵形，楕円形で (4-5)X(4-7)μm，多極出芽

により増殖，液面にリング状，後に薄い皮膜状発育を示す。

Potato dextrose agar培養:褐灰白色，鈍光沢，粗面で縁辺樹状のコロニーを形成する。

Corn meaI agarスライド培養:偽菌糸よく発達する。

胞子形成:細胞間文は母細胞と娘細胞間で接合するか，文は接合なしに子嚢を形成し，その中

に球形ないし亜球形で油滴を含む胞子を2-4個，通常4個形成する。

発酵性

資化性:

Glucose + Melibiose - D-Ribose 

Galactose Raffinose L-Rhamnose 

L-Sorbose + 島1elezitose GlyceroI 

Sucrose Inulin Erythritol 

お1altose Soluble starch Ribitol 

Cellobiose - D-Xylose - Galactitol 

Trehalose L-Arabinose D-Mannitol 

Lactose D-Arabinose 一 D-Glucitol 
KN03 NaN02 

液体培養で皮膜を形成し，卵形，楕円形の多極出芽細

胞で，偽菌糸を形成し，細胞間又は母細胞と出芽細胞との

聞で接合するか，又は接合せずに子嚢を形成し，球形ない

しE球形の2-4個の胞子を内生すること，硝酸塩を資化

しないこと，から，供試菌はPichiaに属し， KREGER-VAN 

RIJ3)およびBARNETTら5)の記載によく一致することか

ら，この種に同定した。

- a-Methyl n-glucoside 

- SaIicin 

一 DL-Lacticacid + 
Succinic acid 

Citric acid 

- Inositol 

- Mannose + 

Dextrin 

Fig.7. Pich必membranaefaciens(7Y2) 

Pichiaρinus (HOLST) PHAFF 

(4YI) (図8)
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Malt extract培養:2アC，2日培養後の細胞は球形，卵形ないし短楕円形で (2-4)X(2-

6 )μm，多極出芽により増殖，沈澄を生じ，リング状表面発育を示す。

Potato dextrose agar培養:灰白色，丘状で表面平滑，湿光沢を有し，全縁，粘質のコロニー

をつくる。

Corn meal agarスライド培養:偽，真菌糸をつくらない。

胞子形成:通常，母細胞と娘細胞との間で接合するか，接合せずに子嚢を形成し，その中に球

形で表面に突起をもっ胞子を 1~2 個，又は帽子型胞子を 2~4 個形成する。

発酵性:

Glucose + Sucrose Lactose 

Galactose Maltose 

資化性:

Glucose + Melibiose D-Ribose 

Galactose Raffinose L-Rhamnose 

L-Sorbose + Melezitose 十 Glycerol 

Sucrose + Inulin Erythritol 

Maltose + Soluble starch Ribitol 

Cellobiose 十 D-Xylose + Galactitol 

Trehalose + L-Arabinose + D-Mannitol 

Lactose D-Arabinose D-Glucitol 

KN03 - NaN02 

Potato dextrose agar上のコロニーが多少粘性であ

り，胞子形成ならびに sucrose，maltose， lactic acidの資

化性において KREGER-VANRIJ3)および BARNETTら5)

の記載と異なり，資化性はいずれも陽性を示すが，他に該

当するものなく，最も近縁の種として Pich勿 ρ仇ωがあ

り，この種に同定しうると判断した。

+α-Methyl D-glucoside 一

+ Salicin + 

十 DL-Lacticacid + 

+ Succinic acid 

+ Citric acid 

+ Inositol 

+ Mannose + 

+ Dextrin + 

Fig_ 8_ Pich必pinus(4Yl) 

Torulaゅoradelbrueckii (LINDNER) LINDNER 

(4Y2) (図9) 

Malt extract培養:270C， 3日後の細胞はほヌ球形， (2-4)X(2-4)μm，多極出芽を行い，

液面にリング状発育を示す。

Potato dextrose agar培養:帯褐灰色，表面平滑，湿光沢を有する全縁のコロニーを形成する。
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母細胞と娘細胞との聞に接合を示すと思われる連結が見られる。

Com meal agarスライド培養:偽菌糸をつくらない。

胞子形成:一

発酵性:

Glucose + Sucrose Lactose 

Galactose Maltose 

資化性:

Glucose + Melibiose D-Ribose 

Galactose Raffinose L-Rhamnose 

L-Sorbose 島1elezitose Glycerol 

Sucrose Inulin - Erythritol 

Maltose Soluble starch Ribitol 

Cellobiose - D-Xylose Galactitol 

Trehalose + L-Arabinose + D・Mannitol

Lactose D-Arabinose D-Glucitol 

KN03 + NaN02 
胞子は認めていないが，寒天培養で母細胞および娘細

胞聞に接合様連結が見られることから，有性生殖の可能性

が考えられ，その他の形態的，生理的諸性質も大凡一致す

るためこの種に同定しうるものと判断した。

+ a-Methyl D-glucoside 

Salicin 

一 DL-Lacticacid 

+ Succinic acid + 

+ CitrIc acid 

- Inositol 

+ Mannose + 

一 Dextrin

Fig. 9. Torulaゅoradelbrueckii (4Y2) 

Candida auriculm吻e(NAKASE) 

MEYER et Y ARROW 

(15X1， 15X2， 34X1) (図 10)

Glucose yeast extract培養:27"C，3日培養後の細胞は球形，卵形，楕円形で(1.5-6)X(3-

7)μm，多極出芽により増殖し，表面発育は見られない。

Glucose yeast extract agar培養:クリーム色，粘性のコロニーを形成し，表面平滑です星光沢

を有し，縁辺平滑又は波状となる。

Com meal agarスライド培養:偽菌糸をつくらない。

胞子形成
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発酵性

資化性:

Glucose + Melibiose D-Ribose 

Galactose Raffinose L-Rhamnose 

L-Sorbose Melezitose + Glycerol 

Sucrose + Inulin - Erythritol 

Maltose + Soluble starch Ribitol 

Cellobiose - D-Xylose Galactitol 

Trehalose + L-Arabinose - D-Mannitol 

Lactose + D-Arabinose D-Glucitol 

KN03 - NaN02 

Lactoseを資化する点を異にするが，その他の諸性質

は記載とよく一致するので，この種に同定しうるものとし

た。

- a-Methyl D-glucoside 

- Salicin 

一 DL-Lacticacid 

Succinic acid + 

- Citric acid 

- Inositol 

+ Mannose + 

+ Dextrin + 

Fig_ 10_ Candida auriculariae (15X2) 

Candida curiosa KOMAGA T A et N AKASE 

(2Y 4， 5Y 4， 7Y5， 7Y6， 7Y7) (図 11)

Malt extract培養:27
0

C， 3日後の細胞は短卵形，卵形，短楕円形で(2-5)X(3-7)μm，

単独又はベアで存在し，多極出芽により増殖する。盛んに発泡し，液面に薄片状発育が見られ

る。

Potato dextrose agar培養:帯褐白色，鈍光沢を有し，表面平滑，丘状のコロニーをつくる。

縁辺は裂片状。中央部は膜状となる。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸を形成する。

発酵性:

Glucose + Sucrose + Lactose 

Galactose + Maltose Raffinose 

資化性:

Glucose + Melibiose - D-Ribose 

Galactose + Raffinose + L-Rhamnose 

L-Sorbose + 加lelezitose + Glycerol 

Sucrose + Inulin Erythritol 

+ 

a-Methyl n-glucoside 

Salicin + 

+ DL-Lactic acid + 
Succinic acid + 
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Maltose 

Cellobiose 

Trehalose 

Lactose 

+ Soluble starch 

+ D-Xylose 

+ L-Arabinose 

- D-Arabinose 

- Ribitol 

+ Galactitol 

- D・Mannitol

- D-Glucitol 

KN03 + NaN02 + 

供試菌株は， maltose， melezitoseを資化する点を異に

するが，その他の形態的，生理的性質がよく一致するので，

この種に同定した。

Candida foliornm RUINEN 

(7X1) (図 12)

+ Citric acid 

- Inositol 

+ Mannose 

+ Dextrin 

Fig. 11. Canduおcuriosa(2Y 4) 

+ 

+ 

Glucose yeast extract培養:27"C， 3日培養の細胞はほ J楕円形で (2-4) x ( 5 -10) J.lm， 

多極出芽により増殖し，泥質沈i査を生ずる。

Glucose yeast extract agar培養:淡黄色表面平滑で、湿光沢を有する粘性のコロニーをつく

り，縁辺は平滑。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸を形成しない。

発酵性

資化性:

Glucose + Melibiose D-Ribose 

Galactose Raffinose L-Rhamnose 

L-Sorbose Melezitose - Glycerol 

Sucrose - Inulin Erythritol 

Maltose Soluble starch Ribitol 

Cellobiose D-Xylose - Galactitol 

Trehalose L-Arabinose - D-Mannitol 

Lactose D-Arabinose - D-Glucitol 

KN03 + NaN02 

- a-Methyl D-glucoside 

- Salicin + 

+ DL・Lacticacid 

- Succinic acid + 

- Citric acid 

- Inositol 

+ Manno田+
+ Dextrin 
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供試菌はtrehaloseの資化'性を示きず， salicinを資化

する点で幾分異なるが， KREGER-V AN RIJ3)およびBAR-

NETTら5)の記載にほ r一致し，この種に同定した。 KN03

資化性をもたないものでは C.silvatica， C. viniが近縁で

あるが，これらも salicinを資化しない。 Salicin+で近縁

の種として C.krissiiがあるが，この種はcitricacidを資

化する点で異なり，海水産である。

Fig.12. Ca河didafoliomm (7Xl) 

Candida humicola (DASZEWSKA) DIDDENS et LODDER 

(2Y2， 5Y1， 5Y3， 10Y3) (図13)

Malt extract培養:27
0

C， 3日間培養で細胞は球形ないし卵形，レモン型，水滴状を呈し， (2 -

4)X(2-5)μm，厚いリング状に表面発育を示す。

Potato dextrose agar培養:270C， 3日培養のコロニーは乳白色，室温約1ヶ月後，淡褐灰色，

表面平滑で湿光沢を有し，粘性。縁辺平滑。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸をつくらない。

発酵性

資化性:

Glucose + Melibiose D-Ribose 

Galactose + Raffinose + L-Rhamnose 

L-Sorbose 十 勘'Ielezitose 十 Glycerol 

Sucrose + Inulin Erythritol 

Maltose + Soluble starch Ribitol 

Cellobiose + D-Xylose 十 Galactitol

Trehalose + L-Arabinose + D-Mannitol 

Lactose D-Arabinose + D-Glucitol 

KN03 NaN02 

形態学的性質は Cη少tococc陥類縁と考えられたが，

inositol資化性をもたないことから Candidaに属するも

のと判断し，この種に同定した。

十 a-MethylD-glucoside + 

Salicin 十

一 DL-Lacticacid + 

+ Succinic acid + 

+ Citric acid + 

+ Inositol 

+ Mannose + 

+ Dextrin + 

Fig.13. Canduおhumicola(2Y2) 
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Candida 1倒的niaeV AN UDEN et DO CARMO-SOUSA 

(2Y5， 2Y6， 4Y3， 7Y1， 7Y9， 8Y3， 9Y5， 10Y4) (図 14)

Ma1t extract培養:2TC， 3日培養後の細胞は球形，短卵形，短楕円形で(2-6)X(2-6)

μm，多極出芽により増殖し，液面にリング状発育を示す。

Potato dextrose agar培養:褐白色，丘状で表面平滑，湿光沢を有し，縁辺が裂片状のコロニー

をつくる。

Com meal agarスライド培養:偽菌糸よく発達するo

発酵性:

Glucose + Sucrose Lactose 

Galactose - Maltose Raffinose 

資化性:

Glucose + Melibiose - D-Ribose 

Galactose + Raffinose L-Rhamnose 

L司Sorbose + Melezitose + Glycerol 

Sucrose + Inulin Erythritol 

Maltose + Soluble starch Ribitol 

Cellobiose + D-Xylose + Galactitol 

Trehalose + L-Arabinose D-Mannitol 

Lactose - D-Arabinose ひGlucitol

KN03 NaNOz 

Ribitolなど2・3のポリアルコール類の資化性が認め

られなかった以外は KREGER-VAN RU3)， BARNETTら5)

の記載にほr一致し，他に該当するものもないことから，

この種に同定しうるものとした。供試菌株はいずれも胞子

形成を認めておらず， BARNETTら5)の Candida

lusitaniaeとして扱ったが， KREGER-V AN R1J3)では，これ

をClavゆoralus抑制仰のsynonymとしている。

- a-Methyl D-glucoside + 

+ Salicin + 
+ DL-Lactic acid + 

Succinic acid 

Citric acid 

- Inositol 

Mannose 十

一 Dextrin + 

Fig.14. 白押didalusifllniae (2Y5) 

Candida melibiosica BUCKLEY et V AN UDEN 

(llY5) (図 15)

Malt extract培養:270C， 3日後，細胞は球形，卵形，楕円形で(2.5-6)X(3-7)μm，多

極出芽により増殖し，液面に薄い皮膜を形成する。

Potato dextrose agar培養:白色丘状で表面平滑，鈍光沢を有し，縁辺平滑又は樹状のコロ
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ニーを形成する。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸を形成する。

発酵性:

Glucose + Sucrose + Lactose 

Galactose + Maltose Raffinose 

資化性:

Glucose + Melibiose + D-Ribose 

Galactose + Raffinose + L-Rhamnose 

L-Sorbose + Melezitose + Glycerol 
Sucrose + Inu1in - Erythritol 

Malto田 + Soluble starch Ribitol 

Cellobiose 十 D-Xylose + Galactitol 

Trehalose + L-Arabinose D-Mannitol 

Lactose 0-Arabinose - o-Glucitol 

KN03 NaN02 

供試菌株の形態的生理的諸性質はKREGER-VANRU3) 

の記載とよく一致するため，この種に同定した。

+ 

+ a-Methyl D-glucoside 

Salicin 

+ DL-Lactic acid 

Succinic acid 

+ Citric acid 

- Inositol 

+ Mannose 

+ Dextrin 

79 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

Fig.15. 白ndidamelibめsica(l1Y5) 

Candida molischiana (ZIKES) MEYER et YARROW 

(3Y6， 9Y2， 10Y1， 11 Y1， 11 Y2， 11 Y 4) (図 16)

Malt extract培養:2iC， 3日後の細胞は球形ないし卵形， (2-5)x(2-6)μm，多極出芽

を行い，液面にリング状発育を示す。

Poiato dextrose agar培養:灰白色，丘状で粘性，表面平滑で湿光沢を有し，縁辺平滑のコロ

ニーをつくる。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸形成は見られない。

発酵性:

Glucose 

Galactose 

資化性:

+ Sucrose 

- Maltose 

- Lactose 
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Glucose + Melibiose - D-Ribose 

Galactose Raffinose L-Rhamnose 

L-Sorbose Melezitose + Glycerol 
Sucrose Inulin - Erythritol 

Malto田 + Soluble starch Ribitol 

Cellobiose 十 n-Xylose + Galactitol 
Trehalose + L-Arabinose + D-Mannitol 
Lactose D-Arabinose - D-Glucitol 

KN03 + NaN02 

形態的，生理的諸性質はKREGER-VANRIJ3)の記載と

よく一致し，この種に同定した。この種の完全型(胞子形

成型)はHansenulacapsulataである。

+ a-Methyl D-glucoside 

+ Salicin 

+ DL-Lactic acid 

+ Succinic acid 

+ Citric acid 
Inositol 

+ Mannose 

+ Dextrin 

+ 

+ 

+ 

Fig.16. Candida molisch勿na(3Y6) 

Candida troρicalis (CASTELLANI) BERKHOUT 

(6Y3，9Yl) (図 17)

Malt extract培養:27"C， 3日後の細胞は球形，卵形，楕円形で (3-5)X(4-6)μm，多

極出芽により増殖し，液面にリング状発育を示す。

Potato dextrose agar培養:淡褐灰色，丘状で表面鈍光沢，平滑又は組面で，縁辺樹根状のコ

ロニーを形成する。

Com meal agarスライド培養:偽菌糸をよく形成する。

発酵性:

Glucose + Sucrose + Lactose 

Galactose + Maltose + Raffinose 

資化性:

Glucose + Melibiose - D-Ribose 

Galactose + Raffinose L-Rhamnose 

L-Sorbose - Melezitose + Glycerol 

Sucrose + Inulin - Erythritol 

Maltose + Soluble starch Ribitol 

a-Me白ylD・glucoside + 
Salicin + 
一 DL・Lacticacid 
Succinic acid + 
Citric acid 十
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Cellobiose 

Trehalose 

Lactose 

+ D-Xylose 

+ L-Arabinose 

D-Arabinose 

KN03 - NaN02 

+ Galactitol 

- D-Mannitol 

- D-Glucitol 

供試菌株の諸性質は KREGER-VANRU3)の記載によ

く一致し，この種に同定した。

- Inositol 

+ Mannose 

+ Dextrin 

81 

+ 

』ー司自圃・e

Fig.17. 白ndidatゆ icalis(6Y3) 

Cardida vinaria OHARA， NONOMURA et YUNOME ex SMITH 

(33X7， 35X4， 36X7) (図18)

Glucose yeast extract培養:27.C， 3日後の細胞は球形，卵形，楕円形および長形を含み(2-

4) x (6 -12)μm，多極出芽により増殖し，綿毛状沈澱を生ずる。

Glucose yeast extract agar培養:乳白色丘状，表面平滑で鈍光沢を有するコロニーをつくり，

縁辺は平滑ないし波状。

Corn meal agarスライド培養:未発達の偽菌糸が見られる。

発酵性

資化性:

Glucose + Melibiose - D-Ribose + a-Methyl D-glucoside 

Galactose + Raffinose L-Rhamnose Salicin 

L-Sorbose + Melezitose - Glycerol + DL-Lactic acid + 
Sucrose - Inulin - Erythritol Succinic acid + 
Maltose Soluble starch Ribitol 一 Citricacid 
Cellobiose D-Xylose + Galactitol Inositol 

Trehalose L-Arabinose - D・Mannitol + Mannose 

Lactose - D-Arabinose - D-Glucitol + Dextrin 

KN03 NaN02 

供試菌はlacticacidおよびsuccinicacidの資化性を示す点で多少異なるが，その他の諸

性質は KR田 ER-VANRU3)の記載によく一致するので〉この種に同定した。
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‘ーー・・4
Fig. 18. Candida vi:加巾 (35X4)

CηIjJtococcus albidus (SAITO) SKINNER 

(34X2) (図 19)

Glucose yeast extract培養:27"C， 3日後の細胞は球形ないし楕円形で(2 -5) x (3 -18) 

μm，多極出芽により増殖し，泥質および綿毛状沈澱を生ずる。

Glucose yeast extract agar培養:淡褐色丘状で牛酪質，表面平滑て鵠光沢を有し，不透明，

縁辺不規則形状のコロニーをつくる。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸を形成する。

発酵性

資化性:

Glucose + Melibiose - D-Ribose 

Galactose + Raffinose + L-Rhamnose 

L-Sorbose + Melezitose + Glycerol 

Sucrose + Inulin - Erythritol 

Malto田 + Soluble starch + Ribitol 

Cellobiose - D-Xylose + Galactitol 

Trehalo田 + L-Arabinose + D-Mannitol 

Lactose D-Arabinose ひGlucitol

KN03 + N aN02 + 

供試菌の培養は粘性とはならないが， inositolを資化

する非発酵性，無胞子酵母で， Gη抑 cocc郎に属する。し

かし，この属において， KREGER.VAN RIJ3)および BAR.

NETTら5)の記載に該当するものなし偽菌糸をつくるこ

とから Candida属を検索しでも，同属中に inositolを資化

し， KN03を資化しうるものはない。 Cηφtococcω属のう

ち， cellobioseを資化せず， erythritolを資化する点および

a.Methyl D・glucoside

+ Salicin + 
一 DL-Lacticacid 

+ Succinic acid + 
+ Citric acid 

- Inositol + 

+ Mannose + 
+ Dextrin + 

偽菌糸形成の点で幾分異なるが， Cη少tococc附 albidusに Fig.19. c:ゅωωccusalbidus (34X2) 
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相当するものと判断した。

Cηtococcus laurentii (KUFFERA TH) SKINNER 

(13X1， 13X2， 13X3， 14X1， 14X2， 16X1， 16X2， 25X1， 34X3) (図20)

Glucose yeast extract培養:270C， 3日後の細胞は球形，卵形，ないし長形で(2-5)X(2-

18)μm，出芽は多極で，沈漬は泥質。

Glucose yeast extract agar培養:クリーム色，後，淡樟褐色，丘状のコロニーを形成し，表

面平滑で湿光沢を有し，縁辺は平滑ないし波状。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸形成は認められない。

発酵性

資化性:

Glucose + Melibiose + o-Ribose 

Galactose + Raffinose + L-Rhamnose 

L-Sorbose + Melezitose + Glycerol 

Sucrose + Inulin Erythritol 

Maltose + Soluble starch 十 Ribitol 

Cellobiose + o-Xylose + Galactitol 

Trehalose + L-Arabinose + D-Mannitol 

Lactose + D-Arabinose + D-GlucitoI 

KN03 NaN02 

供試菌株はerythritolの資化性が弱いものや資化しな

いものも含み，資化しないとすればCχ heveanensis，Cr_ 

magn附も考えられるが， melibiose， rhamnose， ribitolを

資化するほか，諸性質も KREGER-VANRu3)の記載によく

一致することから，この種に同定しうるものとした。

+ a-Methyl D・gluco喝ide + 

+ Salicin + 

+ DL-Lactic acid + 
Succinic acid + 
+ Citric acid + 

+ Inositol + 

+ Mannose + 
+ Dextrin 十

Fig.20. c:η少ωcoccus加trentii(13X2) 

Cη少tococcusneoformans (SANFELlCE) VUILLEMIN 

(10Y2) (図21)

Malt extract培養:270C， 3日培養後の細胞は球形，卵形，楕円形で(2-5)X(2-7)μm，

多極出芽により増殖，後，液面にリング状発育を示す。
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Potato dextrose agar培養:帯樟褐灰色，丘状で幾分硬めの粘質コロニーを形成し，表面平滑

で鈍光沢を有し，縁辺は平滑である。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸は認められない。

発酵性:ー

資化性:

Glucose + Melibiose D-Ribose 

Galactose + Raffinose + L-Rhamnose 

L-Sorbose Melezitose + Glycerol 

Sucrose + Inulin - Erythritol 

Maltose + Soluble starch Ribitol 

Cellobiose + D-Xylose + Galactitol 

Trehalose + L-Arabinose - D-Mannitol 

Lactose D-Arabinose + D-Glucitol 

KN03 NaN02 

BARNETTら5)の記載とはα-methyl D-glucoside， 

galactitol を資化できない点で異なるが， KREGER-VAN 

RU3)の記載するところとよく一致するので，この種に同定

した。 KREGER-VANRu3)では，同種に2つの変種を認め

ており， canavanine-glycine bromthymolblue testにより

分けて Cr.neoformans var. gattiiとCr.neoformans var. 

neoformansとしているが，このテストはしていない。たヌ

し，前者は分離源がヒトであり，ツガからの分離例のある

後者がより近縁と考えられる。

+ a-Methyl D-glucoside 
+ Salicin 
+ DL・Lacticacid 

+ Succinic acid 

+ Citric acid 

- Inositol 

+ Mannose 

+ Dextrin 

+ 

+ 

+ 

+ 

Fig.21. Cηψtococ，制 御oformans
(10Y2) 

Cη少tococcusterreus DI MENNA 

(7X2， 7X3) (図22)

Glucose yeast extract培養:2TC， 3日後の細胞はほぽ球形ないし卵形で(2 -6) x ( 3 -10) 

μm，多極出芽により増殖し，泥質の沈濫を生ずる。

Glucose yeast extract agar培養:淡褐色，粘性のコロニーをつくり，表面平滑，湿光沢を有

し，不透明で，縁辺平滑。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸を形成しない。

発酵性

資化性:

Glucose + Melibiose - D-Ribose - a-Methyl D-glucoside 
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Galactose Raffinose L-Rhamnose Salicin 

L-Sorbose Melezitose Glycerol 一 DL-Lacticacid 

Sucrose Inulin Erythritol Succinic acid + 
Maltose Soluble starch Ribitol - Citric acid + 
Cellobiose + D-Xylose + Galactitol + Inositol + 
Trehalose + L-Arabinose - D-Mannitol + Mannose + 
Lactose + D-Arabinose D-Glucitol + Dextrin 

KN03 十 NaN02 + 

供試菌は粘性のコロニーをつくり，inositolを資化す

るほ Y球形の細胞をもち， Cηφtococcusに属する。

KREGER-VAN Ru3)によれば，この属酵母で硝酸塩を利用

し，sucrose， melezitoseを資化しないものは Cr.terreusに

該当する。供試菌は， L-arabinose， D-ribose， L-rhamnose 

を資化しない点を異にするが，他に該当するものがなし

その他の諸性質は記載とほ立一致するので，この種に属す

るものとした。
~ 

Fig.22. C:ηφtoωcαtS terreus (7X2) 

Cη少tococcusuniguttulatus PHAFF et FELL 

(2Yl) (図23)

Malt extract培養:270C， 3日間培養で細胞は球形，卵形，短楕円形で(2-5)X(2-6)μm，

単独又は出芽増殖後，塊状となる。液面にリング状発育を示す。

Potato dextrose agar培養:淡樟灰色，丘状で表面平滑，湿光沢を有し，縁辺平滑のコロニー

をつくる。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸をつくらない。

発酵性

資化性:

Glucose + Melibiose D-Ribose 

Galactose + Raffinose + L-Rhamnose 

L-Sorbose Melezitose + Glycerol 

Sucrose + Inulin Erythritol 

Maltose + Soluble starch + Ribitol 

Cellobiose D-Xylose + Galactitol 

Trehalose + L-Arabinose 十 D-恥1:annitol

Lactose D-Arabinose D-Glucitol 

+ a.Methyl D-glucoside 

+ Salicin 
一 DL-Lacticacid 

+

+

+
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KN03 - NaN02 

細胞がほ Y球形で多極出芽を行い，胞子形成が認めら

れず，偽菌糸も形成しない，inositol資化性の酵母で

cηφtococcωに属する。糖発酵性はなしその他の性質も

KREGER-VAN RIJ3)記載の Cηφtococcusuniguttulatusに

よく一致した。

宅氏ア仁
Dμm 

Fig.23. Cηφtococ<αtS unigu幼tlatus(2Yl) 

Kloeckera japonica SAITO et OHT ANI 

(4Y4) (図24)

Malt extract培養:2rc， 3日後の細胞はレモン型ないし卵形，楕円形で， (2-5)X(3-9)
μm，両極出芽により増殖する。液面に薄い皮膜を形成する。

Potato dextrose agar培養:淡桃灰色で，断面が肩平な三角形のコロニーをつくり，表面平滑，

湿光沢を有する。縁辺は裂片状。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸を形成する。

発酵性:

Glucose + Sucrose Lactose 

Galactose Maltose 

資化性:

Glucose + Melibiose - n-Ribose a-Methylo-glucoside 

Galactose Raffinose L.Rhamnose Salicin 

L.Sorbose Melezitose Glycerol 一 DL-Lacticacid 

Sucrose Inulin Erythritol Succinic acid 

Maltose Soluble starch Ribitol - Citric acid 

Cellobiose D-Xylose - Galactitol Inositol 

Trehalose L-Arabinose 一 D-Mannitol Mannose + 
Lactose - D-Arabinose D-Glucitol Dextrin 

2・Ketogluconate- KN03 - NaN02 

供試菌株の諸性質は KREGER-VANRIJ3)の記載によく一致し，この種に同定したへ
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........... 

Fig. 24. Kloeckera j，ゆ'onica(4Y4) 

Rhodoめrulaglutinis (FRESENIUS) HARRISON 

(3Yl， 6Y2， 11 Y3) (図25)

Malt extract培養:270C， 3日後の細胞は卵形ないし短楕円形，文は球形で (4-6)X(5-

7)μm，多極出芽を行い，液面にリング状発育を示す。 1ヶ月後，多量の樟桃色沈澱およびリ

ングを形成する。

Potato dextrose agar培養:赤桃色ないし;赤樺色で，表面平滑，湿光沢を有し，中高，縁辺平

滑のコロニーを形成する。幾分革質となることもあり，鈍光沢を呈することもある。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸をつくらない。

発酵性

資化性:

Glucose + 加lelibiose - D-Ribose + a-Methyl D-glucoside + 
Galactose + Raffinose + L-Rhamnose Salicin + 

L-Sorbose + Melezitose + Glycerol 一 DL-Lacticacid + 
Sucrose + Inulin Erythritol Succinic acid + 

Maltose + Soluble starch Ribitol - Citric acid 

Cellobiose + ひXylose + Galactitol - Inositol 

Trehalose + L-Arabinose + D-Mannitol + Mannose + 

Lactose - D-Arabinose + D-Glucitol + Dextrin + 

KN03 + NaN02 + 

供試菌株はいずれも KREGER-VANRIJ3)の記載とよく一致し，この種に同定した。
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Fig. 25. Rhodotornla glutinis (3Yl) 

Rhodotornla minuta (SAITO) HARRISON 

(3Y2) (図26)

Malt extract培養:270C， 3日後の細胞は球形，卵形ないし楕円形で(4-6)X(5一7)μm，

液面に淡桃色のリングを形成し，桃色沈誼を生ずる。

Potato dextrose agar培養:桃色で表面平滑，湿光沢を有し，丘状で縁辺平滑のコロニーを形

成する。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸を形成しない。

発酵性

資化性:

Glucose + 恥ielibiose D-Ribose 

Galactose + Raffinose L-Rhamnose 

L-Sorbose + Melezitose - Glycerol 

Sucrose + Inulin - Erythritol 

Maltose + Soluble starch Ribitol 

Cellobiose + D-Xylose - Galactitol 

Trehalose L-Arabinose - D-Mannitol 

Lactose D-Arabinose - D-Glucitol 

KN03 NaN02 

供試菌はtrehaloseの資化性を示さなかったが，その

他の諸性質は KREGER-VANRIJ3)の記載とよく一致し，こ

の種に同定しうるものとした。

a-Methyl n-glucoside + 
Salicin + 

一 DL-Lacticacid + 

Succinic acid + 

- Citric acid 

- Inositol 

- Mannose + 

Fig.26. 



北大雨龍地方演習林内立木の樹液等から分離した酵母(吉田・松村) 89 

Rhodotorula rubra (DEMME) LODDER 

(9Y3) (図27)

Malt extract培養:270C， 3日間培養の細胞は球形，卵形および楕円形で(4-6)X(5-8)

μm，液面に桃色のリング状および皮膜状発育を示す。

Potato dextrose agar培養:赤桃色，表面平滑で湿光沢を有し，丘状で縁辺平滑のコロニーを

形成する。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸をつくらない。

発酵性

資化性:

Glucose + Melibiose D-Ribose 

Galactose Raffinose + L-Rhamnose 
L-Sorbose Melezitose 十 Glycerol 

Sucrose + Inulin - Erythritol 

Ma1tose + Soluble starch Ribitol 

Cellobiose D-Xylose Galactitol 

Trehalose + L-Arabinose - D-Mannitol 

Lactose D-Arabinose D-Glucitol 

KN03 NaN02 

D-Xyloseの資化性は認められなかったが，その他の諸

性質はKREGER-VANRIJ3)の記載とよく一致することか

ら，この種に同定した。

a-Methyl n-glucoside 

Salicin 

一 DL-Lacticacid 

Succinic acid + 

- Citric acid 

- Inositol 

十 Mannose + 

+ Dextrin + 

Filt-'1:1_ Rhodotorula rubra (9Y3) 

Aureobasidiumρullulans (DE BARY) ARNAUD 

(1Xl) (図 28)

Malt extract培養:2アC，3日後の細胞は卵形ないし楕円形文はレモン型， (3-8)x(4-

15)μm，厚膜，暗褐色の細胞も見られる。時に 1~2 の隔壁をもつものもある。多極出芽を行

う。 1ヶ月後には培養は粘性となり，表面に厚く黒色を帯びたマットを形成するようになる。

Potato dextrose agar培養:淡桃灰色，粘性で表面平滑，湿光沢をもっコロニーをつくり，後，
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膜質となり，次第に黒色化する。時に表面刺状となる。縁辺は樹根状。

Corn meal agarスライド培養:偽菌糸，真菌糸をよく形成し，多数のblastosporesを形成す

る。

発酵性

資化性:

Glucose 

Galactose 

+ Sucrose 

+ Maltose 

KN03 + 

+ Lactose 

+ 

リトマスミルク培養:強いペプトン化を示す。

生育温度:5 -320C。適温:15-20
o
C。

供試菌株の諸特性は，宇田川ら6)の記載ならびに

SASAKI et YOSHIDA1)の記載する Pullulariaρullulans(現

在Aureobasidiumρullulans)によく一致し，この種と同定

した。

Fig.28. Aureoおsidiumρ叫llulans(lXl) 

雨龍地方演習林で5月に採取したダケカンパ試料(12-----16 X)は，若木の樹幹に傷をつけ

て溢出した樹液で， 5試料中 12Xを除いて 4試料から酵母が得られ，Candida auricu加匂eお

よびCηφtococc附 laurentiiの，いずれも胞子非形成，非発酵性であるがsucrose資化性であっ

た。この採取にあたっては，とくに樹皮部を殺菌していないので， 12 Xからは全く認められな

かったことも考え合わせると，無菌状態の樹液が樹皮部に着生した酵母をとりこみながら浸出

した可能性が高い。樹皮については，同演習林， トドマツ樹皮 (7X)に見られるように，

Candida foliorum， Cηタtococc附 terreusのいずれも上記ダケカンパ樹液酵母と同属で，胞子

非形成，非発酵性の酵母が得られているので，これらが演習林内樹皮等に常住しているものと

思われる。これに対して， 9月から 10月にかけて伐採され，演習林内土場に堆積されていたダ

ケカンパの木口樹液からは，胞子形成性の Debaryomyces hansenii，胞子非形成の Candida

curiosa， C. humicola， C. lusitaniae， C. molischiana， C. tro，ρicalis， Cη少おcocc:附 uniguttulatus

およびRhodotorularubraの4属 11種が得られ，そのほとんどが発酵性であり，いずれも su-

crose資化能を示した。このことは，浸出した無菌的な樹液に，非発酵性の Candida，Cηφtococ-

C郎が繁殖した後，発酵性酵母が次々と着生することを示すものと思われる。

同じ土場堆積中のミズナラ木口の樹液 (5Y， 7 Y， 10 Y)およびトドマツ木口樹液(3 
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Y， 4Y， 8Y)，さらにはトドマツ材木口樹脂 (6Y，11 Y)から得られた酵母の種類にも，

ダケカンパ木口樹液の場合と共通するものが多く，とくに Debaηomyces，Candida両属におい

て著しく類似しており，これらが，この演習林内に常在する酵母と見ることができる。これら

の試料からはこのほかに，Pich必 membranaefaciensがミズナラ木口樹液から，民ich勿ρinus，

Sacc加romyco.ρISiscrata街~ensis ， Toru加;poradelbrueckii， Kloeckera ja，ρ'onica， Cηφtococcω 

neoformansおよびRhodotorula2種がトドマツ木口樹液から得られており，これらはそれぞ

れ，樹種に特有の酵母のように思われる。ただし，Rhodotorula 3種はいずれも空中，土中に広

く常在する酵母であることがわかっている川。

北海道大学構内のシラカンパ (33X)，サクラ (34X)，ハルニレ (35X， 36 X)の樹液

試料は，長年にわたり浸出する樹液に多数の微生物が繁殖して slimefluxとなったもので，雨

龍地方演習林における樹液の場合とはかなり異なる酵母相を示し，Kluyveromyces delphensis 

第B褒樹液，キクイムシ関連酵母

Table 6. Yeasts， associated with tree exudates and wood borers. 

樹液関連酵母 (yeasts，from tr田 exudates.)

品αlUlro押りICes kluyvery 

S. cerevisae 

S. montanus 

S. chevalieri 

S. florentinus 

S. pre品oriensis

S. rosei 

Klu，抑leromyces ωaltii
K. thermoωlerans 
Schi・zosaαharomycesj.ψonicus var. jtψonicus 
Sporopac，伶den冗句 sp.

Citeromyces matritensis 

Pichia fluxum 

P. saitoi 

P. angoPhorae 

F司 rabaulensis 
p. scutulata var. scutulata 

P. scutulata var. exibua 

P. naganishii 

P veronae 

P. nakazawae var. na如zawae

P. nakazawae var. akitaensis 

Hansenula 。lni
Arthn“おαts }aVanens1S 

白 ndida buinensis 

c. succiPhila 

Trichosporon pullulans 

小玉健吉(1988):酵母の棲家，微生物4(2)，43-54 

キクイムシ関連酵母(yeasts，from wood borers.) 

A mbrosiozyma ambrosiae 

A. αicatriωω 
A. monoゆora

A. philentoma 

A. plaち少odis

Sacccharomyc，φsis synnaedendra 
Hansenula dη，adoides 
H. ρhilode明dra
Pichia acaszae 

Candida hylo，ρhila 

c. dendronema 

C. silvanon仰

c. entomophila 

C inseclornm 

C. belthetii 

C. nitrativorans 

Tornloρ'sis (Candida) dendrica 
T. inseclalens 

T. nemodendra 

T. philyla 

T. silvatica 

Sterigmatomyces polybortts 
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をはじめ，おccharomyceskluyveri， Candida vinariaなど，発酵性の強い酵母が圧倒的に多く

認められる。シラカンパ樹液ではさらに， .s:ρoropachydermia lactativoraのように，発酵性はな

いが，Kluyveromycesとともに，これまで，樹液，樹木関連試料から分離されたことがない酵母

も得られている。 KREGER-VANRIJ3)では，Kluyveromyces delPhensisが乾操イチヂクの実か

ら，5]ρoroμchydermialactativoraが海水やアスフアノレト廃水処理施設，ヒトの口中，などから

の分離源が記されており，自然界に広く分布することをうかがわせるが，これらの特異性が，

地域的なものか，あるいは，長年にわたる樹液の漫出によって遷移した結果なのかは明らかで

ない。

5月にダケカンパの樹冠下土壌 (29X)から得られた Hansenulamuscicolaは胞子を形成

する発酵性酵母であるが， sucroseの利用性もあり，ダケカンパから流出する樹液の影響をうけ

て樹冠下土壌に繁殖したものと思われる。アカエゾマツの樹脂(1X)に唯一認められた Aur-

eobasidiumρul/ulansはトドマツ樹脂 (4X)，アカエゾマツ樹冠下土壌 (25X)にも見られ，

この酵母類似菌が樹指と密接な関連をもつことが考えられる。

この実験で分離，同定した 13属28種のうち，小玉2)が樹液等酵母として挙げた中に含まれ

るのは，第6表に示すようにおccharomyceskluyveri 1種に過ぎず，その他の分離酵母でも第

酵母

De白ryo拙yc回 ha酎 enii

Hansenula m師 cicola
Kluyveromyces delphensis 
Pich叩 ρin師
P. membranaefaciens 
S辺ccharo問:yceskluyveri 
Sacc.加romycopsiscra師egensお
Spor.何回.chyd.. 明 ialac臼tivora
Torulaゆoradelbrueckii 

Candida aun'cular問
C. curiosa 
C. foliorum 
C. humicola 
c.附i師"昭e
C. melibiosica 
C. molisch昭na
C. troPicalis 
C. vinar由
Cη宇品町.occusalbid:附

Cr. /aurentii 

Cκ 錦町戸orn叫 ns

Cr. terreus 
Cr. un信uttulatus
Kloeckera japonica 
Rhadotorula glutinis 

Rh 
Rh 

mtnu担
問 bra

第7褒酵母の分離源

Table 7. Natura! sources of the iso!ated yeasts_ 

分睡源

チーズ，ソーセージ，塩漬豆，キウリ，大気，土壌，白ワイン，皮膚(ヒト).爪(ヒト).茸，
盤蓋，酒翫，みそ，レンネット，タパコ， トマトプレー，タンニン液，臨床標本.
苔，鳥取砂丘.
乾燥イチジクの実.
木くい虫，木くい虫幼虫，盤企主皇室， トド7 ツのfrass.樺の死材樹皮.
プドウの実，ワイン，プドウ園，ビール，糞，盤主主
ショウジョウパエ，樹液，土壌，果汁.
さんざしの落果.
海水，アスフアルト廃水処理施綾，口中(ヒト>-
サトウキピ，プドウ.ブドウ汁，キウリ塩漬水，羊乳，土壌，盤塗，ワイン，東洋酒，ナツメ
ヤシ，酸敗イチジク，果汁，野生ゲッシ類の内臓.
キクラゲ.
冷凍食品
マメヅタの葉(インドネシア)-
土壌，腐敗毒茸，耳，皮膚(ヒト).水，盤童.
豚，唾液，皮膚(ヒト).コーンミ-Jv，尿ふ病変牛乳，カラスの分泌物，果汁.
唾液，海岸土，森林土，葉.
製材所，土壌.
種々の臨床試料，土壊，海水，飼料，油.
プドウ果汁.
大気，クマパチ，皮膚(イヌ).気管支分泌物，樹液，唾液，酒翫，ワイン，漫潰E麻み葉，土
壌，プルーチーズ，山羊糞，醸造所場洗水，浄イ槽等，
ワイン等醸造製品，麦みコーン等の植物，海水，海産物.空気，土壌3カシの木のslimeflux. 
アカシアのi回配tfrass，ヤシ酒，エピ，冷凍豆，気管支.
果汁，胸部潰割高，皮膚真菌症，骨随液，唾液5虜者，病山羊，牛乳，土嬢，ツガのfra田，その
他
土壊.
疾患爪，患者の喉，気管支，足の皮膚，唾液.
樹被. ビール.
大気，ヒト，土壌，木パルプ，ビール工場水，葉，海水，亜麻s花，海産物，樹木のslimeflux. 
鱒の腸，エピ.
大気，臨床標本，動・植物，海水，海洋動植物ーピクルス.
大気，見虫の幼虫，重盗，ビール工場水，葉，湖沼水，花，海水，海産物，鱒の腸.鳥，ビー
ル，ジャム，下水，発酵タパコ，臨床試料.

AU問吻師sidium仰 llula明 大気，果実，土壌，穀類.

Kreger-van Rii， N.].W. (1984)・TheYeasts， a taxonomic study， 3d ed.， El担vierScience Pub. B.V. Amsterdam. 
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7表に示すように KREGER-VANRU3)の樹液，樹木関連の酵母43属 245種に含まれないもの

がKluyveromycesdelphensis， S]ρoroρ'achyden勿勿 lactativora，Candida curiosa， C lusitan勿e，

C molischiana， C tro.ρicalis， CηIttococcus terreus， Cr. uniguttulatusの4属8種に上って

いて，北海道における樹液，樹木関連酵母の特異性を示すものと思われる。このうち，前2者

は北海道大学構内広葉樹のslimefluxから得られたものであり，残りの2属6種は雨龍地方演

習林内広葉樹，針葉樹の樹液および樹皮からの分離株で，発酵性の強い Kluyveromycesdelphen-

sゐや Candida1附 itan勿eなどは自然発酵にとくに有効に働きうるものと考えられる。これらが

自然着生する機序などについては，さらに詳細な検討が必要である。
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Summary 

Classification and distribution studies were made on the yeasts isolated from tree 

exudates or slime fluxes and other samples collected in the Uryu Experiment Forest and 

the campus of Hokkaido University. 

A total of 89 strains of yeasts isolated from 48 samples were classified into 13 genera 

and 28 species according mainly to KREGER-VAN Ru (1984) (Table 3， 4 and 5). 

Kluyveromyces delPhensis， Sporo.μchydennia lactativora， Candida curiosa， C 1附 itaniae，
C molischiana， C. tropicalis， Cryptococcus terreus and Cr. uniguttulatus were recognized as 
the new distributes in tree exudates or other tree associated origins. Strong fermentative 

yeasts were found in autumnal samples rather than in springtimes and even in conifers as 

in the samples from broad-leaved trees. 


